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 2007年 9月から 2012年 10月の間に某医療機関でリワークの利用を開始した気分障害もしくは不
安障害の患者 123 名を調査対象とした。リワーク終了時に、性別、年齢、休業の経験の有無、休業
月数に加え SOC、抑うつ度の指標である The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（以下





外来患者を対照群として Log-rank 検定で比較した。また、Cox 比例ハザードモデルを用いて、リワ
ーク終了時の CES-D による抑うつ傾向の有無、SOC の構成要素、復職支援制度の有無を予測子変
数として再休業に対するハザード比を求めた。 
・ 調査 2 
 調査 1 と同一の施設で、2008 年 5 月から 2011 年 4 月の間にリワークの利用を開始した気分障害
もしくは不安障害の患者 60 名を調査対象とした。開始時と終了時に記名自記式質問紙を配布して
回答を求めた。さらに、追跡時の調査として、2011 年 8 月中旬に記名自記式質問紙を配布し回答
を求めた。開始時の調査では、性別、年齢、休業の経験の有無、休業月数に加え SOC、CES-D を、

















 また、リワークの利用により SOC は向上するが、リワーク終了後に SOC は低下傾向を示し、向上し














寄与すること、Sense of Coherence の中でも有意味感が再休業予防に寄与することを明らかにするとと
もに、リワークプログラムの課題も明らかにした。本研究で得られた知見は、より効果的な復職支援・
再休業予防の実現に資するものであり、評価に値する。 
平成 26年 1月 14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
